
輸血用血液製剤でHBVく8型肝炎ウイルス,感染が疑われた事例-
く6月5日報告Iについて

1 経経
平成18牢6月5日,日本赤十字社から輸血く赤血球濃厚液及び新鮮凍結血紫Iによ

るHB V感染の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があったo

2 事例

80歳代の男性o原疾患は消化器疾患.平成17年10月22日から11月29日までの
間に赤血球濃厚液合計18単位,新鮮凍結血寮合計36単位を受けるo
輸血前の血液検査く平成17年8月31日1ではHB s抗原検査陰性, AST 16及びALT

12であった.輸血後の平成18年5月2日に, AST, ALTの上昇がみられ,同月19日に
HB s抗原検査陽性であり, AST683- ALT693であったo 同患者については,上記の
他,次の検体が医療機関に保管されており.1それらを検査した結果は次のとおりあっ
たo

輸血前H17. 10.22 HBV-DNA陰性

輸血後H17. 11. 13 HBs抗原陰性, tiBs抗体陰性, HBc抗体陰性

輸血後H17, ll.24 HBs抗原陰性, HBs抗体EIA法陽性ノpHA法陰性, HBc抗体陰性

輸血後H17. 11.27 HBVIDNA陰性

輸血後H18,06.02 HBs抗原陽性, HBs抗体陰性, HBc抗体陽性, HBV-DNA陽性

その後,平成18年6月12日に死亡o急性肝炎から劇症肝炎に至り,肝不全による
死亡と考える七の担当医の見解であるo

3 状況
くり 輸血された血I夜製剤について
0 当該患者には29人の供血者から採血された赤血球濃厚液等を輸血o
e1 29人の供血者と同-の供血者に由来し,同時に製造された原料血購lま27本の
うち1ユ本が確保, 16本が使用済みo新鮮凍結血輿8本のうち6本は確保済み,
2本は医療機関-供給済み. 18本の赤血球濃厚液はすべて医療機関-供給済みo

く21 29人の供血者について
供血者29人のうち1 27人が再採血.献血に来場く27名のHBV-DNAは全て陰性l

そのうち2名はHBs抗体及びHBc抗体陽性, 1名はHBs抗体のみ陽性,残る24

名はHBV関連検査陰性フo く平成1 9年1 0月1 8日現在,残る2名の来訪なし.J

く31供血者個別NATの試験結果

輸血時の供血者29人の供血時の保管検体について,個別NATを実施したとこ
ろ,すベて陰性であったo

4 今後の対応
く11供血者2人の再献血.検査に係るフオロ-を行う く再採血の依頼中I o

く21血液の安全対策の推進
r輸血医療の安全確保のための総合対策Jを着実に実施する.
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